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はじめに

盛17青コレステロ}ル濃度(1)f普加、終にf氏土色気リ;F'畿自 (LDL)コレスチローJレイ遂のま智力UI立、冠動嫁

疾窓を仁和心とした動飯磁化徒主誌恩の進段、発生に霊祭な危険肉子とごとっていることが知られている。

しかも血液コレステロール、 LDLコレスデロ…ル潟値を改装させることにより、心疾想、による宅事故、

あるいは冠動脈磁化所見の己主蓄が認められてきている(時。

これら潟nl'll阪症の是正について、ぞの釜本lまj主導療法であり、終にそのなかでも飽き器競紡と、コレ

ステローJレ摂取貴重が問題となっせ?おり、それらの制限がゆ心となってき需要告の賎床衝で応用されている。

しかし1982年頃より、後自質の質と血液コレステロー jむの関係靖子注尽きれ、動物性3賢岳、大li~愛白な

t<の縫物性E賢岳の血液E音波への影響が検討され始めた加。しかし、その後日本人において、臨床的に

正容量な評俄をし得る成績は、動物伎鑑自と火登録白との限では磯認祭れていない。しかも、近年食後

者詰E量級症、終にレムナント(1)言語f直と動脈機化との燃遂が明らかとな号、食事内容によって、そのレム

ナントコレステロールイ織がき変動することが翁補されるようになった朝。

そこで今回、動物後蛋Eきとして、牛乳量i:Sカゼインと、大Ji憂Sとを同一人で炎:Lt:長;こて摂取し、

~H整時並17育館賞、およびクリーム負荷f去のレムナントコレステロールの変動について検討した。

対象および方法

(1)対象

11名の健常男性全対象とした。 (32.6土6.4~皇、 73.8::!: 10. 8kg)。対象のプオ~Eフェノタイヅは l~

が2/3、1名が3/4、1名が4/4で、その{障は全て3/3であった。

(2) デザイン

2Og/自のカゼインを含む食害事を 1遜飼採取させた後、対象を無作為iこ2若手;こ分けた。引き緩急

1苦手iこ泌昆/おの分喜重大豆たん白を、後若手に同愛のカゼインを含む食纂を3退燃摂取させた。 2週

間のインヂーパルの後、クロスオーバーして更に問主義の検討委行った。期間ゆ、一退問おきにさ芝絞

時Jfn.ì警を測定した。大R~長E言及びカゼイン食主義者1前及び 3ìl護隊後に体表面白綴さきたり4O g/m'の路肪

及び、負荷試験(明治フレッシュクリ…ム)を~絡した。コレステロ…ル委主務室量は107n百/ばであっ
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た。脂肪重奏術書官、及U2待問毎にs雲寺関まで採血を行った。 3経験英語濁字、大3支援E言及ひ、カゼインを
除く他の食事成分は一定となるように語調整した。期間中の一日摂取エネルギーは、平均1，980キロ

カロリ一、コレステロールは2101l¥ll"("、糖質55%、脂質26%、E菱自質19%で肉食事闘で差は認めら

れなかった。

(3) 潔g ~を

血清H霊童をは毒事禁法にて測定した。蕊比重ワポ蛋白{即OL)-::lレステロールi椛緩和二て説Jjまをした。

レムナント機数子 (RLP)コレステロール、及びRLドトリグリセライドはそノクローナル抗体t去に

て測定した。 LDL-コレステロールはFriedewaldの式にて請とめた。

(4) 絞

大玄菱自及Uカゼイン主翼線務長誇t告のさき緩雲寺盗i毒殺繁及U摂取芸書潟議後での綴塁走重要事号後五五?都霊祭Il)

変化i土問P悶 tedme部町田ANOVAIこで検討した。き高級英語関前後の脂肪負術後必然路質変化の綴線下室吉

積 (AUC)の比較はPairT田testで行った。

或緩

カゼイン及び大豆蛋白摂収共苦闘ゆ、空渡時総コレステロール、トリグ1J々 ライド、 HDL糊コレステ

ロール、印L-::lレステロールは前伎に比較して変化しなかった。また間食毒事関の比較においても血液

路交に禁令夜、めなかった。(1毅1l

カゼイン汲U大豆蛋自主要毒主総後;ニ行った懸務負荷塁走草案において、主要T寄後各島幸言語における血液トワグ

ワセライド、紅.pーいjグリセライド、及び負街f表、各湾総Il)溺定後Il)s議務委主事著書言後;こ対する主義主草分デ

ルタトリ:グリセライド、デルタRLトトリグリ‘セライドはカゼイン及び大泡摂取前後で援は緩めら

れなかった(図2、3)。またこれらのグラフの蜘線下関積も変化しなかった(表1)。これに対して、

負術後各時閣の血清京LP-コレステロー)v穫の織防重量符前{直に対する増加分デルタRLP-::lレステロ…jレ

はカぞイン3遂濁後iこは主義耳主義iHこ比較して、 2監守護義援金、ら§持賂t=::Hこるまで喜善{室を示した{飽針。

またAUC!土、カゼイン主義滋3滋間後は摂取穏によ七聖堂して宥意に主重大した{表1)。一方、デルタRLP-

コレスチロールは大.11.1量a採取3週間後は摂取散に比較して2時鴻窃から8持濁呂に芸るまで低健を

示した(図4)。またAUCI止、大豆蛋白摂淑3;腹開後は摂取前に比較して減少傾向がまE同られた(表

1 )。

五誌?霧装上手コレステロール5立草/dtをカットオフイ議とし、 5室主主重量袴f去にこれを越える設LP-コレステ

ロール際性惑を表2に添す。設LP-コレステロール;ま4時間イ産でl::ークをポしたため、 2富妨委主容をf麦4善寺

聞での険性率を比較した。災験食摂取前の惨殺星和52.3%に対し、カゼイン食摂取後RLP-Cの陽性撃は

70%へと増加したのに対し、1::，.11.蛋白食摂取後では18.5%と!場↑生霊容の減少が認められた。間食事者平聞

の際性E容はカイ 2多量検定で危険率0.048と火設で、有意に低健であった。

以上Il)結果よ号、カぞイン摂取は、大まE主主義耳立と比較して、後英霊にわたる芸員淑では、少なくとも
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さ設腹時血清脂号室iこ与える影響には3患がみられない。しかし、食務摂取後のレムナントのパターンから

みると、ややレムナントコレステローjむの一過性土器泌はカ-eイン摂取に多い。この点からみると、動

物数蛋告としてのカゼインの影響は、苦手留の事実食f去のコレステロールの反応、を助長するがあくまでも

一過激であるといえよう。

ヰ彦 君臨

一日カゼイン20器総裁による血液路交濃度への影響;立、大還ま白20名告発淑と比較した場合、空腹時

血液サンプルについては、三訟で差は絞められなかった。

すでにMeinertzら(9)も総カロリーのお%をしめるカぞ千ンと、問鐙の大蛋白をめ僚の正常勝焚を示

す依然おこ投与し lヶ月約で観察しているが、紹f邸ヒ3室づボ後白 (VLDL)、中間比重リボ蛋白 (IDL)、

低比議リポ芸華街 (LDL)及び言語比重量リポ薮自らω1"、 HDL，)IJフトリグリセライド、コレステlJ柏崎jレ

エステル、遊車整コレステロール、ワン施策、 3ま岳などの綴成面でづまて薬品亀を認めていさ量い。

今回の後専の足立綴でも、空3夏時血淡2霊童f~議惑をには、 F毒主量級の影響撃に~を認めることはできなかった。

しかし、 F寄3襲EJをま提取している芸書簡で行われたデリーム負荷f去のレムナントの変動には援がみられて

おり、大豆言質自綴耳文書寺;こ比し、カぞイン主義取時にレムナントコレステロールが潟億を示した。

…般にレムナントの代裁はきわめて速やかで、 15-30分の半減期で消失することが解っているので、

クリーム負荷による一過性の土、は、 ~H夏将殿?部言笈濃度に鯵響を2え iますにはきさらなかったものと思

われる。

しかも対象は、ほl;flfn.湾総笈が正常範霊童にあると共に、食事ゅのコレステロ-)レ、飽和綴紡が、比

較的欲米人に比し少ないことも、ある程度今回の主主意義に影響を与えているものと猿定される。

結論

カゼイン20g主義取を、大豆:!ll:自20革主義取とで、血1話約霊祭に対する影響を蓄霊祭した。後?幸男俊11名、

うど叉t去にでそれぞ、れ3週鶴摂取した際のさ芝緩善寺嵐清脳波、及ひさそれぞれの凝怠主義欲終τ特にタワーム
を負街しレムナントの発現を検討した。

~H主審幸氏清コレスチロール、 トリグリセライド、 HDLコレステロール、 LDLコレスチロール濃度に

は、カゼインと大.Ii::!ll:自とで全く3棄を員君、めなかった。

クリーム負術後のレムナントコレステロールl主、大変蚤白iこJtしカゼイン摂取時に増加を示した。

レムナントの代議討はきわめて主まやかマあるため、腹時互設t膏濃度に影響を与えなかったと考えられる。
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図4 血清RLP-Cの変化
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表 1 曲線下面積の変化

SPI food casein food 
OW 3W P value OW 3W P va1ue 

TG . 485.6 430.5 0.534 432.4 461.1 0.552 

RLP-C 20.9 13.1 0.071 18.7 23.7 0.032 

RLP-TG 419.7 362.9 0.507 408 417 0.947 

(mgh/dl) 

表2 指肪負荷4時間後RLP-C陽性化率

OW SPI3W カゼイン 3W

RLP-C陽性化率 52.3% 18.5% 70% 
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